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衆
議
院
議
員
川
内
博
史
君
外
一
名
提
出
コ
ン
テ
ン
ツ
海
外
流
通
促
進
機
構
が
制
定
す
る
「
日
本
産
」
マ
ー
ク
に
関
す
る

質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
コ
ン
テ
ン
ツ
海
外
流
通
促
進
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
は
、
機
構
の
会
員
等
が
諸
外
国
に

お
い
て
販
売
す
る
映
画
、
音
楽
等
の
著
作
物
に
係
る
商
品
（
以
下
「
著
作
権
関
連
商
品
」
と
い
う
。
）
に
、
当
該
諸
外
国
で

商
標
と
し
て
登
録
し
た
統
一
的
な
標
章
（
以
下
「
本
件
マ
ー
ク
」
と
い
う
。
）
を
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
著
作
権
関
連
商
品

と
当
該
諸
外
国
で
流
通
す
る
著
作
権
関
連
商
品
の
不
正
な
複
製
品
（
以
下
「
不
正
複
製
品
」
と
い
う
。
）
と
の
識
別
を
容
易

に
す
る
と
と
も
に
、
不
正
複
製
品
に
本
件
マ
ー
ク
が
不
正
に
使
用
さ
れ
た
場
合
に
は
、
侵
害
の
立
証
等
が
一
般
に
著
作
権
よ

り
も
容
易
な
商
標
権
に
基
づ
き
、
当
該
不
正
複
製
品
の
製
造
及
び
販
売
の
差
止
め
な
ど
の
法
的
措
置
を
講
ず
る
こ
と
を
可
能

と
す
る
な
ど
、
著
作
権
関
連
商
品
に
つ
い
て
、
い
わ
ゆ
る
海
賊
版
対
策
の
実
効
性
を
高
め
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
も
の
と

承
知
し
て
い
る
。

本
件
マ
ー
ク
の
策
定
に
つ
い
て
は
、
機
構
が
自
主
的
に
検
討
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
文
化
庁
又
は
経
済
産
業
省
に

お
い
て
、
関
係
す
る
事
業
者
に
対
し
、
そ
の
商
品
に
本
件
マ
ー
ク
を
付
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

一



ま
た
、
機
構
か
ら
聴
取
し
た
と
こ
ろ
、
個
々
の
事
業
者
が
本
件
マ
ー
ク
を
使
用
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
個
々
の
事
業

者
が
自
由
に
決
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
機
構
又
は
機
構
の
会
員
で
あ
る
事
業
者
団
体
が
本
件
マ
ー
ク
の
使
用
を
強
制
す
る
こ

と
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

な
お
、
「
特
許
・
ノ
ウ
ハ
ウ
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
に
関
す
る
独
占
禁
止
法
上
の
指
針
」
（
平
成
十
一
年
七
月
三
十
日
公
正
取

引
委
員
会
公
表
）
第
�
の
�
の
（�）
の
エ
は
、
特
許
及
び
ノ
ウ
ハ
ウ
の
使
用
許
諾
契
約
に
係
る
特
許
権
等
の
使
用
の
許
諾
者
と

被
許
諾
者
と
の
関
係
に
つ
い
て
記
述
す
る
も
の
で
あ
り
、
か
か
る
契
約
と
は
関
係
の
な
い
本
件
マ
ー
ク
の
使
用
に
つ
い
て
、

当
該
指
針
で
明
ら
か
に
し
て
い
る
考
え
方
が
適
用
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。

二
に
つ
い
て

機
構
か
ら
聴
取
し
た
と
こ
ろ
、
本
件
マ
ー
ク
の
使
用
の
目
的
は
、
一
に
つ
い
て
で
述
べ
た
よ
う
に
、
海
賊
版
対
策
の
実
効

性
を
高
め
る
こ
と
で
あ
り
、
お
尋
ね
の
「
正
規
ラ
イ
セ
ン
ス
商
品
の
わ
が
国
へ
の
並
行
輸
入
行
為
全
般
を
商
標
権
に
よ
り
阻

害
す
る
こ
と
」
で
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
お
尋
ね
の
本
件
マ
ー
ク
の
使
用
に
よ
る
「
並
行
輸
入
行
為
全
般
の
阻
害
」
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
行
為
を
指

す
か
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
一
般
論
と
し
て
言
え
ば
、
私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法

二



律
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
四
号
）
第
二
十
一
条
に
定
め
る
「
権
利
の
行
使
」
と
認
め
ら
れ
る
範
囲
を
超
え
て
、
本
件

マ
ー
ク
を
付
し
た
著
作
権
関
連
商
品
の
並
行
輸
入
を
阻
害
す
る
行
為
を
行
う
こ
と
は
、
同
法
第
二
条
第
九
項
の
不
公
正
な
取

引
方
法
に
当
た
り
、
同
法
第
十
九
条
の
規
定
に
違
反
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
考
え
る
。

三
に
つ
い
て

本
件
マ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、
一
に
つ
い
て
で
述
べ
た
よ
う
に
、
海
賊
版
対
策
の
実
効
性
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も

の
で
あ
る
が
、
飽
く
ま
で
、
機
構
の
自
主
的
な
取
組
に
よ
り
策
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
法
令
の
規
定
に
基
づ
き
定
め
ら

れ
て
い
る
「
Ｊ
Ｉ
Ｓ
マ
ー
ク
」
及
び
「
Ｊ
Ａ
Ｓ
マ
ー
ク
」
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

三


